
料亭旅館 ほてる ISAGO(会場 )
T651-0056

神戸市中央区熊内町4-3-7
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sajimaro.kineya@gmail.com

http://sttimarO.Inain.jp/
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会
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昭
和
二
十
八
年
、
五
世
佐
吉
の
次
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
る
。
玉
川
学
園
高
等
部
卒
業
後
、

曾
祖
母
の
名
、
佐
喜
を
襲
名
。

二
十
三
歳
の
時
、
イ
タ
リ
ア
で
三
年
ご
と
に
開
か
れ
る
演
劇
祭

（イ
ン
コ
ン
ト
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
）に
「
千
手
魚
神
太
鼓
」の
作
曲
、
演
奏
で
参
加
。

二
十
四
歳
か
ら
稽
古
場
の
あ
る
静
岡
県
島
田
市
の
帯
祭
で
第
二
街
屋
台
を
受
け
持
つ
。

平
成
四
年
よ
り
国
立
劇
場
小
劇
場
に
於
い
て
、
長
唄
小
曲
〈芙
蓉
曲
研
究
会
〉と

代
々
杵
屋
佐
吉
の
作
曲
作
品
発
表
会
で
あ
る
〈杵
屋
佐
吉
の
会
）を
主
催
．

め
ず
ら
し
い
三
味
線
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
り
、
楽
器
と
し
て
の
三
味
線
の
研
究
も
心
掛
け
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
長
唄
協
会

副
会
長
、
現
代
邦
楽
作
曲
家
連
盟

理
事

和
楽
器
の
未
来
を
創
る
研
究
会

理
事

重
要
無
形
文
化
財
「長
唄
」
総
合
認
定
保
持
者
、
築
明
會
同
人

杵
屋
佐
喜
勝
師
の
取
り
立
て
に
よ
り
、
昭
和
五
十
五
年

五
世
杵
屋
佐
吉
御
家
元
よ
り
流
名
を
ゆ
る
さ
れ
る

。

関
西
を
拠
点
と
し
て
、
舞
踊
会
・演
奏
会
・歌
舞
伎
公
演
に
多
数
出
漬
。

荻
江
寿
友
師
よ
り
、
平
成
元
年
、
流
名
を
ゆ
る
さ
れ
、
荻
江
節
の
舞
台
を
勤
め
る
。

奥
深
い
邦
楽
の
世
界
で
、
現
在
も
研
鑽
し
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
る
。
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